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＜連絡事項＞

・病棟側から訪問看護、デイケアなどの指示はもらわないようにしてください。
＜患者様連絡事項＞
・高山　英佐様～不眠時ブロチゾラム(0.25)1Ｔ　20回分処方となっている。
・船田　泰子様～リスペリドン内用液(1)　20回分処方となっている。

・續石　啓介様～苛々時セパゾン(2)　10回分、アズノール軟膏１本処方となっている。

・金田　光希様～北病棟へ転出となっている。

・佐藤　俊也様～西Ｂ28号室へ転入となっている。

・居ヶ内　敦子様～明日朝からオラドールトローチ　4×毎食後・寝る前　７日分処方となっている。また、便秘のためシンラック希望あり、担当医へ報告し、便秘時のＩＦオーダーとシンラック液１本処方となる。

・川井　尚子様～3/27(火)14:30～治験長期以降になるため、家族面談実施予定となる。

家族連絡はすみ。

・倉橋　生子様～本日デイナイトケア開始の指示いただいている。

・石橋　隆夫様～昨日長男様より、本人を退院させたいと連絡があり担当医へ確認している。担当医よりまず、外泊をしてみてはどうかとの事で家族へ連絡している。

・内田　勇三様～家族より電話制限をしていたが、水曜日20時のみ可とのこと。担当医へ報告し許可となっている。
＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～プログラムには参加しているが、意欲的に取り組んでいる様子はない。胸腹部の疼痛訴えているが、食事は摂取できている。
・松川　順子様～昨日準夜帯にて不眠時薬服用し、以後良眠できている。本日は不調の訴えなくプログラムにも参加出来ている。

・川井　尚子様～朝食後、嘔気訴えＦＫ配合散服用。14時、頭痛訴え頓服薬服用している。プログラムは参加でき、食事も2/3～全量摂取できている。
・高山　英佐様～作業室へ見学に行くがすぐに病棟へ戻っている。テレビルームにてテレビを観て過ごし他者交流はない。病棟への生活も慣れてきたと話されている。
・夏坂　浩美様～深夜帯にて早朝覚醒し、幻聴と落ち着かないこと訴え不穏時薬服用している。幻聴や退院・電話の訴えなし。
・佐々木　睦子様～下顎の不随運動はあるも、他は目立たない。臥床している事が多いが、不調の訴えはない。
・菅井　浩子様～昨日より心気的な訴えなく、食事も摂取できている。嘔気や嘔吐はない。
＜転入患者様＞
佐藤　俊也様　Ｓ43.8.9(49)　医保　　主病名：アルコール依存症　担当医：田名部Ｄｒ
H29年12月22日東病棟退院後、12月30初外来日までは飲酒せず過ごすことが出来ていた。H30.1月7日母より電話あり。本人が料理酒を飲みその後ワンカップを購入し飲酒したため酩酊状態となり、「死んでやる」とトイレの洗浄剤を飲もうとした。その行為を父が制止するため、シャッターの棒で本人の大腿部を軽く叩いたことに怒り、本人が警察を呼び介入。本人酩酊状態であるため、警察の聴取へ応じることできず興奮しているため、三戸警察にて保護される。警察の保護解除後自宅へ戻られる。1/11本人より当院へ電話あり。呂律不良の中、当院入院中にあった不満を怒り口調で一方的に話される。その後本人自身の腹部に包丁を当て、家族へ威嚇する行為あり再び警察介入し保護される。

　1/20定期外来受診日であるが、本人受診拒否し、弟が代理にて外来受診している。その日の午後本人再び飲酒し興奮しながら、家の裏へ灯油とマッチを持ち出し「死んでやる」と。両親制止するも母親を突き飛ばし、父親にビンタされたため、父親の顔を殴る行為あり。上記内容から家族での対応困難であり、自傷他害の恐れあるため、1/24　12時35分東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

　※受け持ち：澤田Ｎｓ

　※臨時薬　3/29　就床前まで

　※ＧＡＦ　30

　※ＩＦオーダーなし

　※洗濯：家族

　※買い物カードなし　家族からの差し入れ

　※プログラム拒否のため未導入

※アルコールプログラムはやらない方向

※当院の歯科受診中

※タバコは吸わない

※チェストキー渡している
